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ポールとビル

ポール・アレン。パソコンに詳しい人なら、聞いたこと

がある名前だろう。十代の頃からビル・ゲイツと親しく、

共にマイクロソフトを創業した人物だ。1982年に難病を

患い、翌年に克服したものの「これまで時間がなくて、

できなかったことをやりたい」とゲイツに伝えてマイクロ

ソフトを退社。現在ではAOLなどデジタルインフラ企業

への投資家として、また社会貢献家としても積極的に活

動している。『フォーブス』誌による長者番付では、1998

年が3位、1999年は2位（1位はもちろんゲイツ）にランク

された。要するに、超が3つくらい付く大金持ちなのだ。

そのアレンには、もう1つの顔がある。シアトル出身の

天才ギタリスト、ジミ・ヘンドリックスの大ファンで、自らも

グロウンメン というバンドを率いるロックンローラ

ーというものだ。衣装やギターなど、膨大なジミヘン関

連のコレクションを持ち、92年には「ジミヘン博物館（！）」

の構想を発表していた。最初にこの話を聞いたとき、

マイクロソフトとジミヘンという組み合わせに意外な違和

感を覚えた記憶がある。ビル・ゲイツのイメージが、音

楽でいえばカーペンターズとかリチャード・クレイダーマン

（言い過ぎか）のようなものだったからだ。逆にその時

以来、ジミヘン・フリークという理由だけで、アレンという

人物にも興味を持ち始めた。

そして先日、たまたまシアトルを取材で訪れた際、偶

然にも「ジミヘン博物館」構想の発展形である「エクス

ペリエンス・ミュージック・プロジェクト（EMP）」

のグランドオープンに立ち会うことができた。EMPは、

楽器やレコードといった「モノの展示」は元より、「ファン

ク」の謎を探る旅に出かけるモーションライドや、デジタ

ル技術を駆使した楽器教室、ステージでのライブ演奏

をプレイヤーとして体験できるセクションなど、テーマパ

ークと教育機関とミュージアムが合体して、さらにデジタ

ルで武装したような素晴らしい施設だった。ロックだけ

ではなく、ジャズやカントリーなど、アメリカのポピュラー

音楽が好きな人であれば、EMPだけのためにシアトル

を訪れても損はないと思えるほどだ。

EMPと比較するのはおこがましいが、私自身、もう何

年も前から「テレビゲーム・ミュージアム」という構想を進

めているので、この種のプロジェクトの出来は非常に気
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Jump01 になる。他のプロジェクトがマネできないのは、アレンと

いう個人が、オカネ、コンテンツ、テクノロジーのすべて

を担っている点だ。普通は、カネを出す人は中身がわ

かっていない、あるいはテクノロジーに疎い。またはそ

の逆、といったように、プロジェクトに必須の要素がアン

バランスで、ハコだけが立派だったり、あるいは中身は

きちんとしていても、あまりにも低予算でローテクだった

りすることが多いのだ。EMPは、やりたい人自身が自

分のカネで得意分野を駆使するという、ある種の理想

的な形を取っているように見える。

さて、アレンはEMP開設に約250億円を投じたとい

われる。決して小さい額ではないが、アレンの活動とし

てはほんの一部にすぎない。NBAのバスケットボール

チーム、NFLのフットボールチームを所有し、かつての

ゼロックス・パロアルト研のようなシンクタンクを運営。さ

らに、AOLの株を十数パーセント持ち、スピルバーグ

のドリームワークス社などに出資する大投資家なのだ

（そういえばEMPのオープンにはスピルバーグが来て

いた）。印象派絵画のコレクターとしても知られ、ダイビ

ングや音楽やスポーツを楽しみつつ、デジタル社会の

将来に投資するアレン。一方、現役のフロントマンとし

てアグレッシブに活動し続けるゲイツ。あなたは、どちら

のライフスタイルを選びますか。

ますやま・ひろし：メディア環境研究者・プロデューサー。
9月初旬は、またまたオランダとポルトガルに。オラ
ンダは今年だけで3回目。すべて別件だが、本人曰く
「行き先が鎖国直前の日本人のようだ……」。桝山 寛c o l u m n s
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